
沖縄県公安委員会定例会会議録

令和３年１月21日(木)、沖縄県公安委員会定例会において、沖縄県警察から次の事項につ

いて報告があり、これを受けて審議等を行いました。

今週のトピック

警察から、｢第１回「イベント・レコーダー(ＥＤＲ)に関する勉強会」の開催結果について」の

報告がありました。

１ 質疑等

(1) 令和２年中の沖縄県警察職員の新型コロナウイルス感染状況について

警務部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「県警として感染者数を抑えている点は評価できる。個人として新型コ

ロナウイルスに感染した場合の対応について、具体的にイメージする時期にある。組織

としては、緊急事態宣言が解除されても、継続的に警察機能の維持や執行力を確保す

る仕組みを具体的に考えていただきたい。」旨の意見がありました。

(2) 令和３年沖縄県警察年頭視閲式の実施について

警務部から「令和３年１月15日、北谷町字美浜在、北谷町営駐車場において、『令和３年

沖縄県警察年頭視閲式』を縮小開催した。」旨の報告がありました。

公安委員から「県警職員の姿を目の当たりにして、短い時間ながらも身の引き締まる

思いだった。縮小開催でも広く県民に周知できたことは良かった。今後も、広報の在り方

に力点を置き、例えば年頭視閲式の動画をダイジェストに編集して、県警のホームペー

ジにアップするなど検討していただきたい。」旨の意見がありました。

（3) 成人式に伴う警戒警備の実施について

生活安全部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「暴走行為の取締りについては、怪我なく停止させるなど、しっかり対応

していた。近所でも新成人が大人数で車両に乗車して式典会場に向かう途中、警察官か

ら注意を受け、その指示に従っていた。先制的な取組がかなり効果的であると感じた。今

後も地域住民の力も活用しながら、しっかりと対策していただきたい。また、マスコミと

連携した報道の在り方の検討も必要である。」旨の意見がありました。

(4) 令和２年中の犯罪情勢等について

生活安全部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「前回の定例会でも申し上げたが、『飲酒運転は犯罪です』について、積

極的に広報していただきたい。昨年中は、かなりの犯罪を抑止したと評価できる一方で、

強制わいせつなど体感治安に影響を及ぼす犯罪の数字は、警察が把握した数字であ

り、実際に被害に遭った全ての数字ではない。特に性犯罪の被害者の声が警察へ届けら

れ、被害申告を促すような施策を考えてほしい。また、議題に関連して、適正飲酒の名称

については、例えば、ＳＮＳやラジオなどで公募して広く県民を巻き込んで参加させるな



ど、警察のみではなく、幅広い方々とともに作るという決定までのストーリーが必要で

はないかと感じている。」旨の意見がありました。

(5) 経理担当者による業務上横領事件の検挙について

刑事部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「横領事件の捜査は難しい面があるが、しっかりと立件していただい

た。」旨の意見がありました。

(6) 第１回「イベント・データ・レコーダー(ＥＤＲ)に関する勉強会」の開催結果について

交通部から「令和２年12月17日、国産車や主な輸入車など約３割の車両に搭載されて

いるＥＤＲに関する勉強会を情報通信部、科学捜査研究所、交通指導課の３所属の職員合

同で実施した。」旨の報告がありました。

公安委員から「今後の捜査の過程でＥＤＲの解析は必要不可欠と感じた。捜査に活用す

るためには、適正手続によるデータの入手、解析方法について、しっかりと研究していた

だきたい。」旨の意見がありました。

(7） 令和２年中の人身事故発生及び交通違反取締り状況について

交通部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「飲酒運転の取締りでは、感染リスクに配慮した飲酒検知の資機材の採

用などを検討していただきたい。昨年の統計は、新型コロナウイルス感染症の影響があ

り、どのような位置づけで分析するのか検討も必要である。また、自転車を利用する学

生が増えているように感じるので安全教育や対策に加えて、県民に『車ファーストから人

がファーストへ』と考えを移行させていく必要がある。」旨の意見がありました。警察から

「飲酒検知の方法や資機材などは警察庁とも連携し、今後の対応を検討する必要があ

ると考えている。」旨の説明がありました。

また、公安委員から横断者の事故に関する質問があり、警察から「分析の結果、横断歩

道を利用していない事故がある。横断者への対策だけでなく、運転手向けのハイビーム･

ロービームの使い分けなどの指導を徹底したい。」旨の説明がありました。

(8) 機動隊及び国境離島警備隊による体力強化の取組について

警備部から前記事項について報告がありました。

公安委員から「今回の取組は、体力増強だけでなく、ストレス発散にも役立つ。新型コ

ロナウイルス感染症の影響で訓練ができない中で、いろいろと工夫してチームワークの

醸成に役立てていただきたい。」旨の意見がありました。

２ 本部長総括

本部長から｢本日、定例会への初めての出席となった。歴代本部長と同様、公安委員会と

警察の緊密な連携が非常に重要だと考えている。定例会の場やその他の場面で施策、予

定案件、結果などを随時御報告し、各委員の知見に基づいた御指導・御助言をいただきた

い。その結果として、沖縄県警の警察活動が県民の期待と信頼に応えていくことになる。



議題では、公安委員から御意見があったコロナ禍の下、いかに警察活動の質を維持してい

くのかについては、長い目で見ていく必要がある。これらを見据え、感染した場合にどうす

るか、感染報告を受けた時にまん延をいかに阻止するのかが非常に重要である。今後も組

織として対応を強化していく。引き続き御指導いただききたい。」旨の総括がありました。

３ 決裁・報告等（11件）

免許課

・ 指定自動車学校に対する行政処分及び弁明通知書の送付について

警務課

・ 令和３年２月議会「沖縄県警察の組織に関する条例の一部を改正する条例（案）」提出

について

監察課

・ 議会提出案件

・ 監察関係報告

警備部

・ 警備情勢について

警備第二課

・ 警察職員の援助要求期間の変更について

地域課

・ 議会提出案件～沖縄県水難事故の防止及び遊泳者の安全の確保に関する条例について

生活安全企画課

・ 警備員等の検定等に関する規則に基づく認定路線の見直しについて

総務課

・ 公安委員会宛て法定苦情の受理報告について

・ 公安委員会定例会会議録の作成について

・ 公安委員会定例会会議録のホームページ掲載について

４ 決定・裁定（１件）

運転免許課

・ 自動車運転免許の行政処分について


